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『
武
州
千
住
』（
ぶ
し
ゅ
う
せ
ん
じ
ゅ
）

　
こ
の
図
は
、
葛
飾
北
斎
筆
の
名
所
絵
（
浮
世
絵
風

景
画
）『
富
嶽
三
十
六
景
』
の
う
ち
の
1
枚
。

　
千
住
は
現
在
の
東
京
都
足
立
区
千
住
。
江え

戸ど

四し

宿し
ゅ
く

（
品
川
宿
、
千
住
宿
、
板
橋
宿
、
内
藤
新
宿
）
の
一
つ

で
、
日
本
橋
か
ら
奥
州
道
を
2
里
8
町
（
約
9
㎞
）

に
あ
る
。
宿
場
町
「
千
住
」
は
農
村
地
帯
で
手
前
の

水
門
は
田
ん
ぼ
や
畑
へ
引
き
入
れ
る
水
の
量
を
調
節

す
る
も
の
。
水
門
の
間
か
ら
富
士
山
が
見
え
る
。
千

住
の
ね
ぎ
を
積
ん
だ
馬
の
頭
は
地
面
に
近
く
、
馬
の

ひ
ず
め
を
保
護
す
る
藁わ

ら

沓ぐ
つ

と
農
夫
の
引
く
手た

綱ず
な

を
結

ん
で
逆
三
角
形
を
作
り
、
富
士
山
と
対
応
さ
せ
て
い

る
。

　
農
夫
と
隣
り
の
釣
り
人
は
、
笠
に
手
を
や
り
富
士

山
を
仰
い
で
い
る
。
牧
歌
的
な
風
景
で
あ
る
。

葛
飾
北
斎
と
は（
晩
年
〜
飽
く
な
き
画
欲
〜
2
）

　
天
保
後
半
以
降
、
錦
絵
の
作
画
量
が
急
速
に
減
っ

た
の
は
、
写
実
的
で
親
し
み
や
す
い
画
風
を
持
つ
歌

川
広
重
が
台
頭
し
て
き
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
北
斎
の
画
歴
を
見
て
み
る

と
、
や
は
り
一
つ
所
に
安
住
す
る
こ
と
を
自
ら
忌き

避ひ

し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
。『
富
嶽
三
十
六
景
』が
完

結
し
た
後
の
天
保
5
年
（
一
八
三
四
年
）、
絵
本
『
富

嶽
百
景
』
初
編
を
刊
行
し
、
巻
末
に
「
前さ

き
の

北ほ
く

斎さ
い

為い

一い
つ

改あ
ら
た
め、
画が

狂き
ょ
う

老ろ
う

人じ
ん

卍ま
ん
じ

筆ひ
つ

」
の
署
名
が
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
「
卍
」
号
は
、
没
年
ま
で
の
十
数
年
間
用
い
ら
れ
、

彼
の
晩
年
の
主
要
画
号
と
な
っ
た
。 

（
続
く
）
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

渡辺副会長

　
会
員
増
強
決
起
大
会
と
も
い
え

る
支
部
長
会
が
、
9
月
15
日
㈬
に

ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン
で
本
部
役
員
、

支
部
長
及
び
支
部
役
員
、
各
委
員

会
委
員
、
各
部
会
役
員
、
ご
来
賓

な
ど
45
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

た
。

　
冒
頭
、
松
本
会
長
が
「
こ
の
支

部
長
会
は
、
会
員
増
強
進
発
式
と

も
い
う
べ
き
も
の
で
、
名
称
は
異

な
る
も
の
の
こ
の
時
期
に
全
国
の

各
法
人
会
で
開
催
し
て
い
る
。
ど

の
組
織
も
組
織
拡
大
は
極
め
て
重

要
な
こ
と
で
、
特
に
法
人
会
は
公

益
社
団
法
人
と
し
て
会
員
数
の
増

大
が
社
会
的
信
頼
に
繋
が
り
、
税

制
改
正
等
に
対
す
る
発
言
力
が
高

ま
る
。
本
年
度
も
組
織
を
あ
げ
て

会
員
増
強
に
取
り
組
み
た
い
。
会

員
の
皆
様
方
も
会
員
増
強
活
動
に

対
す
る
さ
ら
な
る
ご
理
解
、
ご
尽

力
を
お
願
い
し
た
い
。」と
挨
拶
し

た
。

　
続
い
て
、
渡
辺
組
織
担
当
副
会

長
が
「
こ
こ
数
年
の
法
人
会
の
会

員
増
強
活
動
は
、
皆
様
の
懸
命
な

ご
努
力
と
は
裏
腹
に
、
毎
年
会
員

企
業
数
が
減
少
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
私
は
、
法
人
会
加
入
の

メ
リ
ッ
ト
を
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
「
会
員
専
用
経
営
支
援
サ
ー

ビ
ス
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
東
法

連
と
共
同
し
て
製
作
し
た
。
こ
れ

は
、
使
い
勝
手
が
良
い
の
で
加
入

勧
奨
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。」

と
挨
拶
し
た
。
そ
の
後
、
来
賓
と

し
て
出
席
さ
れ
た
楠
江
東
東
税
務

署
長
か
ら
、
当
会
に
対
し
、
日
頃

か
ら
の
税
務
行
政
に
対
す
る
協
力

の
謝
意
と
会
員
増
強
活
動
に
対
す

る
激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　
続
い
て
、
岡
本
組
織
委
員
長
か

ら
、
本
年
度
の
活
動
方
針
と
し
て
、

会
員
増
強
月
間
は
9
月
〜
12
月
ま

で
と
し
、
増
強
目
標
数
は
50
社
と

す
る
。
そ
れ
の
達
成
の
た
め
の
主

な
具
体
的
施
策
と
し
て
、
①
9
月

中
に
各
支
部
に
お
い
て
役
員
会
を

開
催
し
て
、
未
加
入
法
人
へ
の
加

入
勧
奨
の
行
動
計
画
等
の
立
案
②

本
・
支
部
役
員
各
1
人
が
1
社
の

加
入
勧
奨
の
励
行
③
委
員
会
委
員
、

部
会
役
員
は
、
所
属
支
部
の
加
入

勧
奨
へ
の
応
援
④
他
支
部
の
未
加

入
法
人
の
う
ち
、
知
り
合
い
の
経

営
者
が
い
た
場
合
の
支
部
を
超
え

て
の
加
入
勧
奨
の
励
行
な
ど
を
説

明
し
た
。

　
次
に
、
受
託
保
険
会
社
の
法
人

会
会
員
増
強
へ
の
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
、
大
同
生
命
保
険
㈱
東
東

京
支
社
か
ら
庄
司
支
社
長
、
A
 I 

G
損
害
保
険
㈱
か
ら
真
島
東
京
第

二
プ
ロ
チ
ャ
ネ
ル
営
業
部
部
長
、

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
㈱
東
京
第

三
支
社
か
ら
石
黒
支
社
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、
昨
年
度
の
会
員
増
強

目
標
数
達
成
支
部
の
中
か
ら
、
亀

戸
第
7
支
部
髙
安
支
部
長
か
ら
、

令
和
2
年
度
の
会
員
増
強
実
践
報

告
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

懇
談
会
は
、
中
止
と
な
っ
た
。

社
を
入
会
目
標
に

会
員
増
強
決
起
大
会
開
く

　
日
　
時
　
令
和
4
年
1
月
17
日
㈪

　
会
　
場
　
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン

　
会
　
費
　
4
、
0
0
0
円（
※
第
3
部
　
新
年
賀
詞
交
歓
会
参
加
の
み
）

第
1
部
　
新
春
講
演
会 （
16
時
〜
17
時
10
分
）
―
江
東
東
法
人
会
主
催
―

　
演
題
　「
元
気
と
笑
い
の
あ
る
人
生
」

　
講
師
　
落
語
家
・
タ
レ
ン
ト
　
桂カ

ツ
ラ

　
米ヨ

ネ

助ス
ケ

　
氏

第
2
部
　
2
0
2
2
年
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
・
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
利
用
推
進
宣
言

 

（
17
時
20
分
〜
17
時
30
分
）

第
3
部
　
新
年
賀
詞
交
歓
会（
17
時
40
分
〜
19
時
）中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
―
税
務
6
団
体
で
構
成
す
る
江
東
東
税
務
親
和
会
主
催
―

　
日
　
時
　
令
和
3
年
11
月
11
日
㈭
〜
令
和
4
年
1
月
18
日
㈫

　
　
　
　
　
全
14
回
（
年
末
年
始
休
講
）
18
時
〜
20
時

　
会
　
場
　
法
人
会
館
2
階

　
講
　
師
　
東
京
税
理
士
会 

江
東
東
支
部
所
属
税
理
士
　

　
受
講
料
　
会
員
1
3
、
0
0
0
円
　
非
会
員
1
6
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　（
受
講
料
に
含
ま
れ
る
も
の
：
講
習
14
回
・
テ
キ
ス
ト
代
）

※
日
程
詳
細
は
、
江
東
東
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〔
講
師
略
歴
〕　
1
9
4
8
年
4
月
15
日
千
葉
県
市
原
市
生
ま
れ
。

1
9
6
7
高
校
卒
業
後
（
昭
和
42
年
）
桂
米
丸
氏
に
弟
子
入
り
。
同
年
、
浅

草
演
芸
ホ
ー
ル
で
デ
ビ
ュ
ー
。
1
9
7
1
年
二
つ
目
に
昇
進
。「
笑
点
﹈
の

前
座
を
つ
と
め
、「
日
曜
招
待
席
」
で
は
大
喜
利
メ
ン
バ
ー
に
な
る
。
1
9

8
1
年
真
打
に
昇
進
。
1
9
8
2
年
放
送
芸
能
大
賞
ホ
ー
プ
賞
を
受
賞
。

2
0
1
9
年
よ
り
フ
リ
ー
で
活
動
中
。
人
情
味
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
幅
広
い
年
齢
層
に
親
し
ま
れ
、
話
芸
は
も
ち
ろ
ん
、
ヨ
ネ
ス
ケ
独
自
の

野
球
論
や
「
突
撃
！
隣
の
晩
ご
は
ん
」
の
裏
話
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
大
い
な
る
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

　
公
益
財
団
法
人
全
国
法
人
会
総

連
合
（
略
称
「
全
法
連
」）
主
催
の

第
37
回
法
人
会
全
国
大
会
が
10
月

7
日
㈭
盛
岡
市
の
「
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン

グ
」
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
よ
り

行
わ
れ
た
。

　
第
1
部
は
「
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
経

営
」
と
題
し
て
、
ア
イ
リ
ス
オ
ー

ヤ
マ
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
会

長
　
大
山
健
太
郎
氏
を
講
師
に
招

き
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
第
2
部
の
式
典
で
は
、
小
林
栄

三
全
法
連
会
長
の
主
催
者
挨
拶
の

後
、
大
鹿
行
宏
国
税
庁
長
官
等
か

ら
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　
次
に
、
飯
野
光
彦
全
法
連
税
制

委
員
長
か
ら
基
本
的
な
課
題
及
び

法
人
会
の
令
和
4
年
度
税
制
改
正

に
関
す
る
提
言
の
趣
旨
説
明
が
あ

り
、
令
和
4
年
度
税
制
改
正
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
次
の
と
お
り
採
択
さ
れ

た
。

・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
再
生
と

財
政
健
全
化
を
目
指
し
、
税
財
政

改
革
の
実
現
を
！

・
適
正
な
負
担
と
給
付
の
重
点

化
・
効
率
化
で
、
持
続
可
能
な
社

会
保
障
制
度
の
確
立
を
！

・
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
ま
だ
残
る
。

深
刻
な
打
撃
を
受
け
る
中
小
企
業

に
、
実
効
性
あ
る
対
策
を
！

・
中
小
企
業
に
と
っ
て
事
業
承
継

は
重
要
な
課
題
。
本
格
的
な
事
業

承
継
税
制
の
創
設
を
！

　
そ
の
後
、
都
城
法
人
会
青
年
部

会
に
よ
る
租
税
教
育
活
動
の
事
例

発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
続
い
て
、
野
坂
文
雄
全
法
連
筆

頭
副
会
長
に
よ
り
、
大
会
宣
言
が

行
わ
れ
た
。

　
大
会
宣
言

　
わ
れ
わ
れ
法
人
会
は
、「
税
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た
る
経
営

者
の
団
体
」
と
し
て
、「
税
制
改
正

に
関
す
る
提
言
」や
租
税
教
育
、企

業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向

上
に
資
す
る
取
組
な
ど
、
税
を
中

心
と
す
る
活
動
を
積
極
的
に
展
開

し
な
が
ら
、
広
く
社
会
へ
貢
献
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
わ
が
国
経
済
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
未
曾
有

の
危
機
的
事
態
に
陥
っ
た
。
来
年

度
に
は
流
行
の
収
束
も
見
込
ま
れ
、

企
業
収
益
を
は
じ
め
と
し
て
経
済

社
会
も
回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
を
見
据
え

た
具
体
的
な
戦
略
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
国
家
的
課
題
で
あ
る
財
政
健
全

化
は
困
難
を
極
め
て
い
る
。
国
債

で
賄
っ
た
莫
大
な
コ
ロ
ナ
対
策
費

の
償
還
財
源
に
つ
い
て
、
多
く
の

先
進
国
で
は
大
枠
の
返
済
計
画
を

示
し
始
め
て
い
る
。
わ
が
国
は
先

進
国
で
最
速
ス
ピ
ー
ド
の
少
子
高

齢
化
に
加
え
、
人
口
減
少
と
い
う

極
め
て
深
刻
な
構
造
問
題
も
抱
え

て
い
る
。
将
来
世
代
に
負
担
を
先

送
り
せ
ず
、
現
世
代
で
解
決
す
る

よ
う
具
体
的
な
方
策
を
早
急
に
策

定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
中
小
企
業
は
、
長
期
に
わ
た
る

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
限
界

に
達
し
て
い
る
。
実
効
性
の
あ
る

対
策
に
よ
り
、
中
小
企
業
が
存
続

を
図
れ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
経

済
と
雇
用
の
担
い
手
で
あ
る
中
小

企
業
が
存
在
感
を
示
す
こ
と
の
で

き
る
よ
う
な
税
制
の
確
立
も
不
可

欠
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
法
人
会
は
、「
中
小

企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
」、

「
事
業
承
継
税
制
の
抜
本
的
改
革
」

等
を
中
心
と
す
る
「
税
制
改
正
に

関
す
る
提
言
」
の
実
現
を
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

　
創
設
以
来
、
納
税
意
識
の
向
上

に
努
め
て
き
た
法
人
会
は
、
全
国

の
会
員
企
業
の
総
意
と
し
て
、
以

上
宣
言
す
る
。

　
ま
た
、
当
会
で
は
、
こ
の
提
言

の
実
現
の
た
め
、
今
後
、
地
方
自

治
体
の
首
長
な
ど
に
対
し
て
陳
情

活
動
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

▼
地
球
に
巨
大

隕
石
が
衝
突
し
、

全
盛
を
誇
っ
た

恐
竜
が
絶
滅
し

て
今
の
哺
乳
類

全
盛
の
時
代
に
な
っ
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

▼
こ
う
い
っ
た
生
物
種
の
大
量
絶

滅
は
、
46
億
年
の
地
球
の
歴
史
の

中
で
は
こ
こ
「
最
近
」
の
5
、
6

億
年
の
中
で
5
回
目
だ
そ
う
だ
。

地
殻
変
動
と
か
気
候
変
動
と
か
、

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
。
そ
の
た
び
に

生
態
系
の
頂
点
に
立
つ
生
物
種
も

入
れ
替
わ
っ
た
。

▼
と
こ
ろ
が
、
恐
竜
に
代
わ
っ
て

生
態
系
の
頂
点
に
立
っ
て
ま
だ
数

万
年
の
人
間
が
今
、
生
物
大
量
絶

滅
の
原
因
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

産
業
革
命
か
ら
た
っ
た
数
百
年
で

温
暖
化
ガ
ス
排
出
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
の
廃
棄
物
で
地
球
自
体
の

運
命
を
脅
か
し
つ
つ
あ
る
。

▼
今
後
の
十
年
の
う
ち
に
こ
れ
以

上
の
温
暖
化
や
環
境
汚
染
を
防
ぐ

責
任
を
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
や
国

が
自
覚
し
て
行
動
で
き
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
う
い
う

私
も
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
な

い
と
。 

（
き
た
）

亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜

税制改正に
関する提言

「
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
」

「
事
業
承
継
税
制
の
抜
本
的
改
革
」
を
求
め
る
‼

全
国
大
会
・
岩
手
大
会

法人会キャラクター
「けんた」
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

支
部
長
さ
ん
ご
推
薦
の
店
　

41

江
戸
懐
石
「
若
　

福
」

亀
戸
西
3
支
部
　
佐
藤
支
部
長

佐藤支部長

若福さん入口
入口横にある売店で
「厚焼玉子」「梅とろ
ろ」が購入できる

まるで隠れ家！
風情を感じる
和の離れ部屋
専用手洗いあり

明るく気配り上手な
女将の加藤富美子さん

若福名物　その1
滋養強壮に良い
梅とろろ　1620円

若福名物　その2
濃厚な味わい
お土産　厚焼玉子　
小750円　大1500円

たっぷりの厚焼玉子と
ジューシーな国産若鶏
モモ肉の唐揚げが人気
唐揚げ弁当　1300円

絶品！ふっくら穴子
厚焼玉子も隠れてる
江戸穴子弁当
　　　　　　2500円

板長こだわりの玉手箱
豪華2段になったお弁当
若福懐石弁当　2800円

店内で人気のランチ
デザート付
梅とろろ江戸箱膳　2750円

創
業
当
時
の
風
情
が
残
る
大
広
間

と
個
室
の
あ
る
本
館
、
カ
ウ
ン
タ

ー
と
テ
ー
ブ
ル
席
の
新
館
、
そ
し

て
隠
れ
家
の
よ
う
な
離
れ
が
あ
る
。

一
歩
店
内
に
入
る
と
都
会
の
喧
騒

を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
落
ち
着
い

た
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
せ
る
。

　
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
お
弁
当
を
始
め
ら
れ

た
江
戸
懐
石
「
若
福
」
さ
ん
を
ご

紹
介
す
る
。
お
店
は
、
亀
戸
天
神

社
境
内
西
側
に
店
を
構
え
る
日
本

で
唯
一
神
社
の
境
内
に
あ
る
懐
石

料
理
屋
さ
ん
と
の
こ
と
。

　
創
業
は
昭
和
22
年
。
建
物
は
、

　
2
代
目
女
将
・
加
藤
富
美
子
さ

ん
は
「
和
の
こ
こ
ろ
・
旬
の
こ
こ

ろ
・
も
て
な
す
こ
こ
ろ
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
。
板
長
は
、
旬
の
味
を
輝

か
せ
る
調
理
を
心
掛
け
て
い
る
。

　
若
福
名
物
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感

が
残
る
粗
く
擂す

っ
た
大
和
芋
に
梅

肉
を
合
わ
せ
た
「
梅
と
ろ
ろ
」
と
、

奥
久
滋
卵
を
使
い
、
お
出
汁
と
板

長
秘
伝
の
手
作
り
蜜
を
合
わ
せ
た

「
厚
焼
玉
子
」は
、お
店
入
口
横
の

売
店
で
購
入
で
き
る
。

　
お
弁
当
は
、
事
前
の
予
約
が
必

要
だ
が
、
江
戸
懐
石
の
味
を
ご
家

庭
で
楽
し
む
も
良
し
、
会
食
を
控

え
て
い
る
集
ま
り
に
、
お
土
産
と

し
て
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
お
弁
当
は
、
季
節
に
よ
っ
て
変

わ
る
が
、
秘
伝
の
タ
レ
に
付
け
込

ん
だ
若
鶏
の
「
唐
揚
げ
弁
当
」
や
、

ふ
っ
く
ら
と
煮
あ
げ
た
穴
子
2
本

を
乗
せ
た
「
江
戸
前
穴
子
弁
当
」、

更
に
引
き
出
し
タ
イ
プ
の
贅
沢
な

2
段
弁
当
箱
に
彩
り
よ
く
自
慢
の

お
品
を
詰
め
た「
若
福
懐
石
弁
当
」

な
ど
板
長
こ
だ
わ
り
の
お
品
だ
。

　
店
内
で
の
ご
飲
食
は
、
箱
膳
や

連　　載

懐
石
コ
ー
ス
な
ど
様
々
な
シ
ー
ン

に
合
わ
せ
た
お
料
理
を
提
案
し
て

く
れ
、
ご
宴
会
や
ご
接
待
、
七
五

三
や
お
宮
参
な
ど
、
ご
家
族
の
大

切
な
門
出
が
よ
り
思
い
出
深
く
な

る
こ
と
に
違
い
な
い
。

　
女
将
の
富
美
子
さ
ん
は
「
幅
広

い
年
代
の
方
々
が
、
敷
居
の
高
さ

を
感
じ
ず
に
自
然
体
で
寛
い
で
い

た
だ
け
る
よ
う
笑
顔
と
気
配
り
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
店
内
で
の

お
食
事
は
も
ち
ろ
ん
、
お
弁
当
の

ご
予
約
も
従
業
員
一
同
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。」
と
の
こ
と
。

住
所
：
亀
戸
3
-6
-4

　
　
　
　
　
亀
戸
天
神
社
境
内

電
話
：
3
6
8
5
-5
8
8
8

飲
食
（
昼
）：
11
時
30
分
〜
14
時

　
　
　（
夜
）：
17
時
〜
21
時

販
売
：
10
時
〜
売
切
れ
次
第
終
了

休
業
日
：
月
曜
日

　
　
但
し
藤
祭
り
開
催
中
は
無
休

　
　
年
末
年
始
、
Ｇ
Ｗ
、
お
盆
の
他

　
　
藤
祭
り
の
後
休
業
有

駐
車
場
：
有
（
5
台
）
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

　
当
会
、
副
会
長
の
野
地
英
子
氏

が
税
務
功
労
者
主
税
局
長
表
彰
受

贈
の
栄
に
浴
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
野
地
氏
は
、
昭
和
63
年
5
月
に

青
年
部
会
　
副
部
会
長
、
平
成
9

　
10
月
18
日
㈪
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ

6
階
第
3
研
修
室
に
て
健
康
講
演

会
が
、
ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
㈱

の
ご
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

　
講
師
に
は
、
大
妻
女
子
大
学
名

誉
教
授
の
是
枝
祥
子
氏
を
迎
え
、

「
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
の
対

処
法
」
〜
介
護
の
実
態
を
探
る
〜

と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
講
演
会
に
は
、
会
員
・
一
般

19
名
が
参
加
し
た
。

　
先
生
は
、
誰
も
が
い
つ
か
は
介

護
が
必
要
に
な
る
時
が
く
る
こ
と

を
認
識
し
、
そ
う
な
る
前
に
自
分

は
ど
う
生
き
た
い
の
か
を
考
え
て

お
く
こ
と
、
さ
ら
に
、
介
護
保
険

制
度
に
つ
い
て
の
情
報
を
集
め
て
、

申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
実
施
ま
で
の

流
れ
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
最
後
に
、
老
人
ホ
ー
ム
選
び
の

ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
、

自
分
に
合
っ
た
住
環
境
を
探
し
、

『
今
日
も
元
気
』を
な
る
べ
く
継
続

さ
せ
て
、
笑
顔
で
日
々
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。
と
講
演
を
締
め
く
く
ら

れ
た
。

年
5
月
に
理
事
、
青
年
部
会
長
、

平
成
13
年
5
月
に
常
任
理
事
、
平

成
23
年
5
月
に
総
務
担
当
副
会
長

に
就
任
し
、
当
会
の
運
営
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
。

　
令
和
3
年
度
の
表
彰
式
典
は
10

月
29
日
㈮
に
実
施
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
と
し
て
中
止
と
な
っ
た
。
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

野
地
英
子
副
会
長

　
税
務
功
労
者
主
税
局
長
表
彰
受
賞

野地副会長溝呂木副会長

溝
呂
木
真
副
会
長

　
税
務
功
労
者
都
税
事
務
所
長
感
謝
状
受
賞

　
当
会
、
副
会
長
の
溝
呂
木
真
氏

が
税
務
功
労
者
都
税
事
務
所
長
感

謝
状
受
贈
の
栄
に
浴
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
溝
呂
木
氏
は
、
平
成
15
年
6
月

に
広
報
委
員
、
平
成
17
年
5
月
に

常
任
理
事
、
広
報
委
員
長
、
令
和

3
年
6
月
に
広
報
担
当
副
会
長
に

就
任
し
、
当
会
の
運
営
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
。

　
税
務
功
労
者
都
税
事
務
所
長
感

謝
状
贈
呈
式
は
、
来
る
11
月
11
日

㈭
に
東
京
都
江
東
都
税
事
務
所
で

実
施
さ
れ
る
。
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。   

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
幾
度
も
延
期
と
な
っ

て
い
た
第
43
回
社
会
貢
献
活
動

「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」が
久
し
ぶ
り

に
行
わ
れ
た
。

　
午
前
9
時
30
分
、
江
東
区
総
合

区
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
集
合
し
、

松
本
会
長
の
挨
拶
の
後
、
ご
来
賓

の
江
東
東
税
務
署
・
楠
署
長
、
江

東
都
税
事
務
所
・
中
田
所
長
、
城

東
警
察
署
・
木
島
署
長
、
江
東
区

環
境
清
掃
部
・
林
部
長
か
ら
お
言

葉
を
い
た
だ
い
た
。

　
今
回
は
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、手
指
消
毒
、マ
ス
ク
着
用
、ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち

な
が
ら
の
清
掃
活
動
と
な
っ
た
が
、

法
人
会
会
員
多
数
に
加
え
、
江
東

東
税
務
署
、
江
東
都
税
事
務
所
、

城
東
警
察
署
の
方
々
な
ど
各
関
係

団
体
の
方
を
合
わ
せ
約
70
名
に
ご

参
加
い
た
だ
い
た
。

　
西
大
島
駅
の
交
差
点
を
中
心
に

明
治
通
り
、
新
大
橋
通
り
、
緑
道

公
園
等
の
歩
道
や
植
え
込
み
の
清

掃
を
行
い
、
45
㍑
の
ゴ
ミ
袋
で
11

袋
ほ
ど
の
ゴ
ミ
が
集
め
ら
れ
た
。

ま
た
会
場
で
は
ｅ
-T
a
x
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
イ
ー
タ
君
も
清
掃
活

動
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に

参
加
粗
品
を
お
配
り
し
て
11
時
30

分
に
終
了
し
た
。
次
回
は
5
月
に

砂
町
地
区
で
実
施
予
定
。

健
康
講
演
会
開
催

第
43
回
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」

10
月
23
日
㈯
　

大
島
地
区
で
実
施

亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜

亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜

マスクをしてご協力いただきました

松本会長・イータ君・楠署長
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e⊖Taxなら、ネットで自宅、オフィスからラクラク申告できます�
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法人会は消費税の期限内完納を推進しています。

　
法
人
会
で
は
、
企
業
の
税
務
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
、
企
業
に
お
け

る
内
部
統
制
面
や
経
理
面
に
関
す

る
自
主
点
検
を
推
奨
し
て
い
る
。

　
企
業
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
は
、

売
上
を
増
や
し
利
益
を
上
げ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
内
部

統
制
面
の
強
化
や
経
理
面
の
質
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
な
要
素

で
あ
る
。

　
内
部
統
制
や
経
理
水
準
の
向
上

は
、「
入
出
金
が
適
切
に
管
理
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
」「
内
部
の
不
正

行
為
を
未
然
に
防
止
で
き
る
」
な

ど
結
果
的
に
企
業
の
成
長
に
も
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
出
来
る
。

　
一
方
、
こ
れ
が
し
っ
か
り
し
て

い
な
い
場
合
に
は
、「
売
掛
債
権

が
未
回
収
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
」

「
重
要
書
類
が
紛
失
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
」「
会
社
の
資
産
が
不

明
確
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
な

ど
経
営
上
の
大
き
な
問
題
へ
発
展

し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。

　
法
人
会
で
は
、
こ
の
度
、
こ
う

し
た
「
自
主
点
検
」
を
簡
単
に
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
無
料
の

「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
・

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
経
営
者
の

方
々
が
チ
エ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用

し
、
企
業
自
ら
が
自
主
点
検
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
税
務
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
を
向
上
さ
せ
、
自
社
の

成
長
を
目
指
し
、
ひ
い
て
は
税
務

リ
ス
ク
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
内
部
統
制
や
経
理
水
準

が
向
上
し
、
適
正
な
申
告
が
図
ら

れ
る
企
業
に
つ
い
て
は
、
結
果
と

し
て
税
務
調
査
で
指
摘
を
受
け
る

事
項
の
減
少
や
調
査
の
対
象
か
ら

除
か
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と

も
法
人
会
と
し
て
は
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
経
営
者
の
方
々
に
は
、
自
社
の

成
長
・
税
務
リ
ス
ク
の
軽
減
の
た

め
に
、
是
非
、「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の

総
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
た
め
に
も

自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
ご
活
用
を
！

ご
活
用
を
お
願
い

し
た
い
。

　
な
お
、
こ
の
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
国
税

庁
も
後
援
し
て
お

り
、
税
務
署
も
こ

れ
の
活
用
方
に
つ

い
て
奨
励
し
て
い

る
。

　
お
申
込
み
は
電

話
に
て
江
東
東
法

人
会
事
務
局
ま
で
。

送
料
無
料

☎
0
3
　

-
3
6
8

4
-2
3
0
3

　
ま
た
、
こ
の
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は

全
法
連
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
が
で
き

る
。

http//w
w
w
.

zenkokuhojin
kai.or.jp

（自主点検チェックシート　抜粋）
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◀行 事 予 定▶

発
行
・
公
益
社
団
法
人
江
東
東
法
人
会
　
江
東
区
亀
戸
₂
―
₁₇
―
₁₅
　
☎︵
₃
₆
₈
₄
︶₂
₃
₀
₃ 

Ｆ
Ａ
Ｘ︵
₃
₆
₈
₄
︶₂
₃
₀
₅ 

発
行
人 

松
本
光
史
　
編
集
人 

溝
呂
木
真
　
印
刷
・
三
報
社
印
刷
㈱

P-B10031

下記行事は新型コロナウイルス感染症の状況によっては中止となる場合があります。
開催につきまして当会ホームページでご確認いただくか、法人会事務局までお問合せ
ください。

管内法人数　4,290社　　法人会員数　1,414社　　加入率　32.96％（令和 ₃年 ₉月₃₀日現在）
バックナンバーはホームページをご覧ください。http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／

　
労
働
保
険
未
手
続
事
業
所
の
解

消
の
た
め
、
木
場
公
共
職
業
安
定

所
、
亀
戸
労
働
基
準
監
督
署
に
お

き
ま
し
て
は
、
毎
年
₁₁
月
を
﹁
労

働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化
期

間
﹂
と
定
め
、
労
働
保
険
制
度
の

周
知
、
啓
発
活
動
等
を
行
い
、
適

用
促
進
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
今
後
と

も
適
用
促
進
に
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

木
場
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　
　
雇
用
保
険
適
用
課

　
☎
₀
₃
-₃
₆
₄
₃
-₈
₆
₀
₆

亀
戸
労
働
基
準
監
督
署
　
労
災
課

　
☎
₀
₃
-₃
₆
₃
₇
-₈
₁
₃
₂
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5日㈮ 源泉部会　年末調整説明会　　　　　　　　　　　　第 1部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 2部
　内容：年末調整のしかた　講師：税理士

午　後　 2 　時
午後 3時30分

カメリアプラザ
〃

生活習慣病検診 午　前　 9 　時 江東区総合区民 
セ ン タ ー

9日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館
新設法人説明会 午　後　 3 　時 江 東 東 税 務 署

11日㈭ 生活習慣病検診 午　前　 9 　時 江東区総合区民 
セ ン タ ー

簿記 3級検定講座（全14回スタート） 午　後　 6 　時 法 人 会 館
12日㈮ 生活習慣病検診 午　前　 9 　時 江東区総合区民 

セ ン タ ー
13日㈯ ウォーキング教室 午　前　10　時 谷 根 千 巡 り 

ウ ォ ー ク
15日㈪ 「税を考える週間」税務署長講演会 午　後　 4 　時 アンフェリシオン
16日㈫ 第15回全国女性フォーラム新潟大会 午　後　 2 　時 朱 鷺 メ ッ セ
18日㈭ 納税表彰式　　中止 午後 2時20分 カメリアプラザ
26日㈮ 全国青年の集い佐賀大会 午　後　 3 　時 佐賀市文化会館

1日㈬ 税務研究部会研修会　　中止 午後 3時30分 法 人 会 館
7日㈫ 無料記帳指導・税務相談 午　前　10　時 法 人 会 館

決算法人説明会 午　後　 2 　時 江 東 東 税 務 署
14日㈫ 第 4回理事会

e︲Tax推進協議会
午後 3時30分
午後 4時30分

アンフェリシオン
〃

15日㈬ 女性部会研修会
　　内容：「　未定　」
　　講師：江東東税務署担当官

午　後　 4 　時 アンフェリシオン

7月

13日㈭ 決算法人説明会 午　後　 2 　時 カメリアプラザ
17日㈪ 新春講演会・新年賀詞交歓会 午　後　 4 　時 アンフェリシオン
21日㈮ 源泉部会 ・税務研究部会 合同研修会

　　内容：「　未定　」
　　講師：江東東税務署担当官

午　後　 3 　時 法 人 会 館

◎ 内容・講師が未定となっている各部会の研修会等は、決まり次第ホームページに掲載しますので、ホームページを
ご覧になってください。
◎各種研修会・説明会には会員以外の方の参加も可能です。お問い合わせは事務局まで。　☎03‒3684‒2303

11月

12月

1月

江
東
都
税
事
務
所
か
ら
お
知
ら
せ

便
利
な
電
子
申
告
・
電
子
納
税
等

　
　
　
　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
で

の
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
電
子
納
税
が
大
変

便
利
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

等
で
の
納
付
に
加
え
て
、
事
前
に

登
録
し
た
口
座
か
ら
引
き
落
と
し

が
で
き
る
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
が
で

き
ま
す
。

　
さ
ら
に
全
国
の
自
治
体
に
一
括

で
納
付
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
令
和
₃
年
₁₀
月
か
ら
都

民
税
利
子
割
・
都
民
税
配
当
割
・

都
民
税
株
式
等
譲
渡
所
得
割
の
納

入
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

︿
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ご
利
用
時
間
﹀

₈
時
₃₀
分
～
₂₄
時
︵
土
・
日
・
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
︶

＊
別
途
、
休
日
に
利
用
で
き
る
日

が
あ
り
ま
す
。

︿
利
用
手
続
の
お
問
い
合
わ
せ
﹀

︻
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︼

https://w
w
w
.eltax.lta.go.jp

「
知
っ
て
い
ま
す
か
、

　
労
働
保
険
。

入
っ
て
い
ま
す
か
、

　
あ
な
た
の
職
場
。」

 
令
和
3
年
度
労
働
保
険

 
　
未
手
続
事
業
一
掃

 

　
　
強
化
期
間

　 

　  （
11
月
1
日
〜
11
月
30
日
）


